
住
ま
い
・
交
通
の
確
保
へ
総
力

国

土

交
通
省
西
日
本
豪
雨
災
害
対
策
で
指
示

働
き
方
改
革
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ

算
定
ツ
ー
ル
・
活
用
ガ
イ
ド
作
成

国
土
交
通
省
は
七
月
十
六

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

幹
部
会
議
室
で
第
五
回
非
常

災
害
対
策
本
部
会
議
（
本
部

長
・
石
井
啓
一
国
交
相
）
を

開
催
し
た
。
石
井
国
交
相
は

西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
災
地

の
視
察
を
踏
ま
え
、
住
ま
い

や
公
共
交
通
機
能
の
確
保
へ

総
力
で
取
り
組
む
よ
う
指
示

し
た
。

西
日
本
豪
雨
に
際
し
て
同

省
は
被
災
者
の
住
ま
い
の
確

保
や
支
援
物
資
の
円
滑
な
供

給
な
ど
を
全
省
で
進
め
る
被

災
者
生
活
支
援
チ
ー
ム
を
設

置
。
民
間
賃
貸
住
宅
や
Ｕ
Ｒ

な
ど
の
公
共
賃
貸
住
宅
の
提

供
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
手

配
、
救
援
物
資
の
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
搬
送
に
向
け
て
関
係

部
局
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

当
日
の
対
策
本
部
会
議
で

は
石
井
国
交
相
が
広
島
県
、

岡
山
県
、
愛
媛
県
の
被
災
地

を
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
た
に
指
示
を
出
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
緊
急
対
策

に
加
え
、
台
風
期
に
備
え
て

二
次
災
害
を
防
止
す
る
応
急

復
旧
・
改
良
復
旧
を
迅
速
に

進
め
る
と
と
も
に
、
災
害
査

定
の
効
率
化
な
ど
に
よ
っ
て

被
災
自
治
体
の
負
担
を
軽
減

し
、
本
格
的
な
復
旧
へ
で
き

る
だ
け
早
く
移
行
す
る
。

ま
た
避
難
生
活
か
ら
の
回

復
に
向
け
て
住
ま
い
の
確
保

や
鉄
道
復
旧
ま
で
の
通
勤
・

通
学
手
段
と
し
て
地
域
公
共

交
通
の
機
能
確
保
へ
総
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

今
回
の
災
害
の
教
訓
と
し

て
特
別
警
報
、
ダ
ム
情
報
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
情
報
伝
達

・
避
難
計
画
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
も
検
証
を
進
め
る

方
針
だ
。

環
境
省
は
企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
の
温
暖
化
対
策
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
と
連
携
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
長
時
間
労
働
の
是
正
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
を
簡
易
に
算
定
で
き
る
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
働
き
方
改
革
が
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
を「
見
え
る
化
」

す
る
。
こ
れ
に
伴
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
的
な
指
針
と
な
り
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
活

用
ガ
イ
ド
の
周
知
・
普
及
に
努
め
、
中
小
企
業
も
含
め
た
環
境
経
営
を
促
進
し
て
い
く
。

環
境
と
経
済
の
好
循
環
に

向
け
て
働
き
方
改
革
と
温
暖

化
対
策
は
国
や
企
業
の
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
介
し
て
時
間
や
場

所
の
制
約
を
受
け
ず
に
柔
軟

に
働
く
形
態
）
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
柔
軟
な
働
き

方
は
移
動
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
削
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
な
ど
の
環
境
保
全
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を
め
ざ
す
環
境
経

営
は
働
き
方
改
革
に
よ
る
労

働
生
産
性
の
向
上
と
も
軌
を

一
に
し
て
い
る
。

一
方
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環

境
・
経
済
・
社
会
の
諸
課
題

に
つ
い
て
全
世
界
共
通
の
十

七
の
目
標
を
打
ち
出
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
行
動
指

針
と
し
て
も
企
業
経
営
に
導

入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
（
環
境

・
社
会
・
企
業
統
治
な
ど
の

要
素
を
考
慮
す
る
投
資
）
が

世
界
の
潮
流
と
な
る
中
で
環

境
経
営
は
投
資
を
呼
び
込

み
、
企
業
が
持
続
的
成
長
を

遂
げ
る
た
め
の
必
要
条
件
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
環
境
省
は
働
き
方
改
革

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
を

簡
易
に
算
定
で
き
る
新
た
な

ツ
ー
ル
を
作
成
し
た
。
取
り

組
み
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
車
か

ら
鉄
道
な
ど
へ
の
通
勤
方
法

の
変
更
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
自

宅
作
業
の
実
施
、
残
業
時
間

の
削
減
、
冷
暖
房
温
度
の
適

切
な
調
整
に
よ
る
ク
ー
ル
ビ

ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
励

行
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交

換
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
の
実
現
な

ど
を
例
示
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は

「
す
べ
て
の
企
業
が
持
続
的

に
発
展
す
る
た
め
に

持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
活
用
ガ
イ
ド
」
を
ま
と

め
た
。
本
編
は
①
企
業
を
取

り
巻
く
社
会
の
変
化
②
企
業

の
持
続
可
能
性
に
関
わ
る
動

き
③
企
業
に
と
っ
て
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
は
④
取
り
組
み
の
進

め
方

な
ど
で
構
成
さ

れ
、
資
料
編
と
し
て
具
体
的

な
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

環
境
省
は
算
定
ツ
ー
ル
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
用
ガ
イ
ド
を
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
認
証
・
登

録
事
業
者
で
あ
る
約
八
千
事

業
者
を
中
心
に
周
知
・
普
及

さ
せ
る
。
厚
生
労
働
省
は
九

月
末
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

の
職
場
情
報
総
合
サ
イ
ト
に

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
認
証
・

登
録
制
度
や
算
定
ツ
ー
ル
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
用
ガ
イ
ド
の
リ

ン
ク
を
設
け
る
と
と
も
に
、

各
都
道
府
県
の
働
き
方
改
革

支
援
セ
ン
タ
ー
で
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

非常災害対策本部会議を開催

石井国交相
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